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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成23年6月23日(2011.6.23)

【公表番号】特表2010-526567(P2010-526567A)
【公表日】平成22年8月5日(2010.8.5)
【年通号数】公開・登録公報2010-031
【出願番号】特願2010-506774(P2010-506774)
【国際特許分類】
   Ａ６２Ｃ  13/76     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６２Ｃ  13/76    　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成23年5月6日(2011.5.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　空気吸入口及び空気排出口を備える管路と、
　火を消すために前記吸入口から前記排出口へ空気の流れを給送するための送風ユニット
と、
　前記吸入口に入る空気の流れを、前記排出口を介して前記火まで給送する前に、冷却す
るために水を用いる冷却装置と、
　冷却された空気の流れが前記排出口を離れる前に、その中に粉末を投入し混入させるた
めの粉末給送システムとからなり、
　前記空気の流れは比較的ごくわずかな水によって少なくとも２０度冷却される消火器。
【請求項２】
　前記冷却装置は、第１のリザーバから、前記空気吸入口に配置された、あるいは近接し
て配置された吸水性媒体上に水を滴下供給するように構成された滴下供給組立品と、前記
吸入口の下流に配置された霧蒸発組立品とからなる、請求項１に記載の消火器。
【請求項３】
　前記霧蒸発組立品は少なくとも一つの螺旋形状パネルを備える、請求項２に記載の消火
器。
【請求項４】
　前記霧蒸発組立品は前記少なくとも一つの螺旋形状パネルの下流で蒸発していない水を
除去するための媒体を備える、請求項３に記載の消火器。
【請求項５】
　前記粉末給送システムはベンチュリノズルを含み、該ベンチュリノズルを通って前記粉
末が、前記排出口を出る前の前記冷却された空気の流れ内に投入される、請求項１に記載
の消火器。
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